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前年度対比漁業別水揚高調　　　　　　　　　　単位　数量：ｔ　金額：千円　平均単価：１㎏当たり

漁業別
令和４年３月３１日 令和３年３月３１日 増　　減

延隻数 数　量 金　額 平均単価 延隻数 数　量 金　額 平均単価 延隻数 数　量 金　額 平均単価

定 置 1,338 4,324 481,536 111 1,376 4,738 763,111 161 ▲ 38 ▲ 414 ▲ 281,575 ▲ 50

川 留 40 15 3,301 214 61 41 7,626 184 ▲ 21 ▲ 26 ▲ 4,325 30

沖 合 底 曳 1,357 16,805 1,837,653 109 1,272 13,667 2,201,231 161 85 3,138 ▲ 363,578 ▲ 52

秋刀魚棒受 6 126 96,326 766 12 462 183,786 398 ▲ 6 ▲ 336 ▲ 87,460 368

鮪梶木流網 2 1 296 236 2 1 799 994 0 0 ▲ 503 ▲ 758

ま き 網 1 39 1,091 28 3 218 6,075 28 ▲ 2 ▲ 179 ▲ 4,984 0

イ サ ダ 網 189 1,110 74,809 67 132 511 110,380 216 57 599 ▲ 35,571 ▲ 149

い か 釣 56 9 5,914 690 287 111 65,818 591 ▲ 231 ▲ 102 ▲ 59,904 99

鮭 延 縄 1 0 1 250 25 1 926 706 ▲ 24 ▲ 1 ▲ 925 ▲ 456

鱈 延 縄 1,154 841 379,722 451 1,393 987 450,965 457 ▲ 239 ▲ 146 ▲ 71,243 ▲ 6

か ご 5,335 348 323,606 931 6,809 511 337,974 662 ▲ 1,474 ▲ 163 ▲ 14,368 269

陸 送 665 111 47,465 426 698 52 32,787 634 ▲ 33 59 14,678 ▲ 208

近海小型船 3,650 120 84,402 703 5,269 137 92,450 673 ▲ 1,619 ▲ 17 ▲ 8,048 30

そ の 他 5,792 299 364,082 1,216 4,740 246 271,731 1,106 1,052 53 92,351 110

合 計 19,586 24,148 3,700,204 153 22,079 21,683 4,525,659 209 ▲ 2,493 2,465 ▲ 825,455 ▲ 56

　
宮
古
市
魚
市
場
の
令
和
３

年
度
（
４
月
１
日
～
３
月
31

日
）
の
水
揚
は
、
水
揚
数
量

２
万
４
１
０
０
ｔ
、
水
揚
金

額
37
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、

数
量
で
２
４
６
５
ト
ン
増
加
・

金
額
で
８
億
２
５
０
０
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
漁
業
種
類
別
で
は
、
定
置

漁
業
４
３
０
０
ｔ
（
４
７
０
０

ｔ
）・
４
億
８
１
０
０
万
円

（
７
億
６
３
０
０
万
円
）、
沖
合

底
曳
網
漁
業
１
万
６
８
０
０

ｔ
（
１
万
３
６
０
０
ｔ
）・

18
億
円
（
22
億
円
）、
秋
刀

魚
棒
受
網
漁
業
１
２
０
ｔ

（
４
６
０
ｔ
）・
９
６
０
０
万

円
（
１
億
８
３
０
０
万
円
）、

鱈
延
縄
８
４
０
ｔ
（
９
８
０

ｔ
）・
３
億
７
９
０
０
万
円

（
４
億
５
０
０
０
万
円
）
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
　（
　
）
は
前
年
度
実
績

㈠
組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　（
新
規
加
入
者
）

　
　
八
重
樫
　
敏
郎
（
磯
鶏
地
区
）

　
　
中
洞
　
優
樹
　
　（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　（
継
承
加
入
者
）

　
　
佐
々
木
　
正
次
（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　
　
佐
々
木
　
啓
　
　（
津
軽
石
地
区
）

㈡
買
受
人
新
規
申
込
み
の
承
認
に
つ
い
て

㈢�

令
和
３
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

　
　
そ
の
他

㈠
業
務
報
告
に
つ
い
て

㈡�

第
２
期
宮
古
市
陸
上
養
殖
調
査
事
業
（
ホ
シ
ガ
レ

イ
）
の
収
支
結
果
に
つ
い
て

㈢�

経
営
改
善
計
画
（
案
）
策
定
に
係
る
役
員
に
対
す

る
事
前
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

㈠
組
合
員
資
格
審
査
委
員
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い
て

㈡
定
置
漁
場
大
謀
選
任
に
つ
い
て

㈢�

令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

㈣�

長
期
事
業
計
画
書
〔
経
営
改
善
計
画
書
（
案
）〕

の
策
定
に
つ
い
て

　
　
そ
の
他

㈠
魚
市
場
水
揚
報
告
に
つ
い
て

㈡
登
録
買
受
人
届
出
事
項
変
更
に
つ
い
て

㈢
令
和
４
年
度
夏
網
取
付
日
に
つ
い
て

㈣�

第
２
期
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
変
更
承
認
に
つ

い
て

㈤
固
定
資
産
施
設
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

㈥
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

宮
古
市
魚
市
場

宮
古
市
魚
市
場

令
和
３
年
度

億
円

37
億
円

37
億
円

37

 

水
揚
金
額

 

水
揚
金
額

 

水
揚
金
額

理

事

会

報

告

（ ）２月
２１日

第
９
回
理
事
会

（ ）３月
３１日

第
10
回
理
事
会



白　浜
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０
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０
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（3） 第１５５号 令和４年４月発行みやこ漁協だより

　「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計

画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査

に
つ
い
て
、
日
出
島
・
臼
木
・
白

浜
漁
場
の
三
定
点
に
お
け
る
透
明

度
・
水
温
・
比
重
・
栄
養
塩
（
硝

酸
態
窒
素
）
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
御
報
告
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
と
昨
年
同
期

を
比
較
し
ま
す
と
、
水
温
…
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
低
下
し
て
お

り
、
昨
年
よ
り
約
３
℃
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
比
重
…
昨
年
同
様
、

安
定
し
て
い
ま
す
。
栄
養
塩
…

０
ｍ
層
は
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、

10
ｍ
層
は
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
漁
協
だ
よ
り
等
、
各
支

店
・
支
所
に
て
結
果
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
参
考
に

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

ℓℓ

ℓ

ℓ

ℓ
ℓ

ℓ

ℓ ℓ
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表１　未来につなぐ美しい海計画　養殖漁場環境調査結果

調査漁場 採取日 調査時刻 水深
（ｍ）

水質 底　　　質

溶存酸素量
（㎎ /ℓ） 臭気 色 泥質 泥温（℃） 底棲生物

日 出 島 3/22 9:31 31.3 12.6 無 茶 小石、砂 5.4 有

臼　 木 3/22 9:04 20.0 12.6 無 灰黒 泥 4.8 有

白　 浜 3/22 10:12 12.5 12.4 無 灰黒 泥 5.3 有

表２　養殖漁場改善の目標値（参考）

指　　　　　標 指　定　基　準

水　質 溶存酸素量（ＤＯ） 5.7㎎ /ℓ（4.0ml/ℓ）を上回っていること

底　質 底棲生物 ゴカイ等の多毛類その他これに類する底棲生物が生息していること

 １．採　用

氏　　名 職　　　名 備　　　考

井戸端　勝　治 参事（市場担当）（嘱託） 令和３年６月１日付　継続雇用

小野寺　昌　章 製氷冷凍部生産課生産係（嘱託） 令和３年１０月１日付　継続雇用

盛　合　順　輝 総務部長（嘱託） 令和４年２月１日付　継続雇用

乙　戸　玲　温 市場販売部市場販売課市場販売係兼市場施設整備係 令和４年４月１日付　新採用（岩手県立宮古高等学校）

伊　藤　翔　太 市場販売部市場販売課市場販売係兼市場施設整備係 令和４年４月１日付　新採用（岩手県立宮古水産高等学校）

『職員人事異動のおしらせ』

　
採
介
藻
漁
業
の
振
興
を
図
る
事
を
目

的
と
し
て
、
ホ
ッ
キ
貝
・
ナ
マ
コ
種
苗

の
放
流
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
ホ
ッ
キ
貝
を
３
月
23
日
（
水
）
赤
前

大
須
賀
前
漁
場
に
１
０
５
０
㎏
（
前

年
比
３
５
０
㎏
増
）・
金
浜
漁
場
に

４
５
０
㎏
（
前
年
比
１
５
０
㎏
増
）
合

計
１
５
０
０
㎏
（
前
年
比
５
０
０
㎏

増
、
平
均
殻
長
９
．
５
㎝
、
平
均
重
量

２
６
４
．３
ｇ
）
を
放
流
し
ま
し
た
。
口

開
け
の
際
は
、
資
源
保
護
の
為
に
も
規

格
外
（
ホ
ッ
キ
貝
殻
長
７
㎝
以
下
）
の

貝
に
つ
い
て
は
、
必
ず
再
放
流
す
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
又
、
ホ
ッ
キ
貝
出
漁
の
際
に
ア
サ
リ

の
害
敵
で
あ
る
サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ
メ
タ

を
見
つ
け
た
な
ら
ば
、
駆
除
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ナ
マ
コ
種
苗
を
３
月
18
日
（
金
）
に
女

遊
戸
か
ら
白
浜
前
の
13
漁
場
へ
２
万
個

（
平
均
体
長
３
㎝
）
放
流
し
て
お
り
ま
す
。

　
ナ
マ
コ
は
特
定
水
産
動
植
物
に
指
定

さ
れ
て
お
り
罰
則
も
厳
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
大
切
な
資
源
を
守
る
た
め
に

も
規
格
外
（
１
０
０
ｇ
未
満
）
は
採
捕

し
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
後
も
増
繁
殖
に
向
け
、
栽
培
漁
業

推
進
強
化
事
業
等
を
導
入
し
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
去
る
１
月
23
日
㈰
宮
古
市

魚
市
場
特
設
会
場
に
て
、「
宮

古
の
真
鱈
」
の
知
名
度
向
上

を
図
る
と
と
も
に
地
元
農
林

水
産
物
等
の
販
売
・
宣
伝
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
宮
古
真

鱈
ま
つ
り
へ
当
漁
協
女
性
部

が
出
店
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
竹
谷
女
性
部
長
他

８
名
の
方
が
参
加
し
、
１
食

３
０
０
円
で
真
鱈
汁
を
販

売
。
大
好
評
に
つ
き
、
今
年

は
３
４
１
食
を
販
売
し
昨
年

販
売
の
２
８
０
食
を
大
き
く

上
回
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
手
袋
・
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
・
２
枚
重
ね
の
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
て
出
店
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
女
性
部
の
皆
さ

ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ホ
ッ
キ
貝
・
ナ
マ
コ

　 

種
苗
放
流
に
つ
い
て

女
性
部

宮
古
真
鱈
ま
つ
り
へ
出
店
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『職員人事異動のおしらせ』

 ２．異　動（令和４年３月１日付）

氏　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

松　原　　　薫 総務部総括ふ化場長 総務部松山ふ化場長代理

細　越　龍太郎 総務部津軽石ふ化場主任 総務部津軽石ふ化場係

梶　山　和　也 総務部松山ふ化場主任 総務部松山ふ化場係

 ３．異　動（令和４年４月１日付）

氏　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

在　原　裕　貴 総務部経理課経理係長 総務部経理課経理主任

久保田　亜矢子 総務部指導課指導係長 総務部指導課指導主任

村　松　翔　太 業務部業務課業務係長 業務部業務課業務主任

野　田　良　二 市場総務部造船係長 市場総務部造船主任

川　戸　京　子 市場販売部市場販売課電算・統計係長 市場販売部市場販売課電算・統計主任

髙　坂　亮　大 総務部庶務課庶務主任 総務部庶務課庶務係

在　原　麗　奈 総務部指導課指導主任 総務部指導課指導係

佐々木　秀　崇 総務部津軽石支店主任（信漁連宮古山田支店主任） 総務部津軽石支店係（信漁連宮古山田支店係）

滝　野　　　淳 製氷冷凍部生産課生産主任 製氷冷凍部生産課生産係

大　棒　貴　範 市場販売部市場販売課電算・統計主任 市場販売部市場販売課電算・統計係

阿　部　徳　保 総務部指導課船舶係兼無線局長（嘱託） 総務部指導課監視船長兼無線局長（嘱託）

 ４．令和３年度退職者

氏　　名 職　　　名 備　　　考

井戸端　勝　治 参事（市場担当） 令和３年５月３１日付　定年退職

萬　　　直　紀 総務部総括ふ化場長（嘱託） 令和３年７月３１日付

吉　田　芳　和 製氷冷凍部生産課生産係（嘱託） 令和３年７月３１日付　継続雇用満了

小野寺　昌　章 製氷冷凍部生産課生産係 令和３年９月３０日付　定年退職

杉　田　佳　隆 製氷冷凍部生産課生産係長 令和３年９月３０日付　定年退職

盛　合　順　輝 総務部長 令和４年１月３１日付　定年退職

佐々木　　　啓 総務部津軽石ふ化場長代理 令和４年２月２８日付　定年退職

『職員の人事異動のお知らせ』



（6）第１５５号 令和４年４月発行みやこ漁協だより

　
今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に

４
ヶ
月
が
経
過
し
、
桜
の
美
し

い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ふ
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
に

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
日
本
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
最
多
18
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
祝
賀
ム
ー
ド
か
ら
一
転
、
２

月
下
旬
か
ら
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
始
ま

り
、
連
日
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
小
麦
製
品

や
食
用
油
、
ガ
ソ
リ
ン
等
が
値

上
が
り
し
、
私
た
ち
の
生
活
が

よ
り
厳
し
く
な
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。

　
早
く
戦
争
が
終
結
し
、
世
界

中
ど
こ
で
も
旅
行
で
き
る
よ
う

な
世
の
中
に
戻
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

　
次
号
（
第
百
五
十
六
号
）
は

令
和
四
年
八
月
発
行
予
定
で

す
。みやこ漁協だより

令和４年４月発行    Ｎｏ.１５５
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